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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、マグネシウムを補酵素として、脂肪酸、ATP、およびCoAからアシルCoAを生成する触​​媒作用をします。このタンパク質は脳における脂肪酸代謝において主要な役割を果たします。ETV6遺伝子の転座は、好塩基球増加を伴う骨髄異形成症候群、好酸球増加を伴う急性骨髄性白血病、および急性好酸球性白血病の原因となります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2011年4月],触媒活性：ATP + 長鎖カルボン酸 + CoA = AMP + 二リン酸​​ + アシルCoA.,補因子：マグネシウム.,発達段階：赤血球発達の初期段階では発現が低いが、網状赤血球では非常に高い。,疾患：ACSL6に関連する染色体異常は、急性好酸球性白血病（AEL）の原因となる可能性がある。ETV6との転座t(5;12)(q31;p13)。,疾患：ACSL6に関連する染色体異常は、好酸球増多を伴う急性骨髄性白血病の原因となる可能性がある。 t(5;12)(q31;p13)転座とETV6。,疾患：ACSL6に関わる染色体異常は、好塩基球増加を伴う骨髄異形成症候群の原因となる可能性がある。t(5;12)(q31;p13)転座とETV6。,機能：長鎖脂肪酸を活性化し、細胞脂質の合成とβ酸化による分解を促進する。脳における脂肪酸代謝において重要な役割を果たし、産生されるアシルCoAは脳脂質の合成にのみ利用されると考えられる。,類似性：ATP依存性AMP結合酵素ファミリーに属する。,組織特異性：主に赤血球前駆細胞、特に網状赤血球、胎児肝臓由来の胎児血球、臍帯血由来の造血幹細胞、骨髄、脳に発現する。,
	研究分野
	脂肪酸代謝;PPAR;アディポサイトカイン;
	画像データ
	

	ACSL6抗体を用いたCOLO細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ACSL6ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

